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　だれもが努力すればイイ高校に進学でき，イイ大学に進学でき，イイ職業に
つけると信じられている。だが，こうした常識は正しいのだろうか。本書は，
学歴獲得を通じた不平等生成メカニズムを解明することを目的にしている。
　現実には子どもには変えることができない家庭環境の違いという「生まれ」
によって学歴には格差が生じてしまう。たとえば，恵まれた家庭の子どもほど
良い学習環境にあり，学力や高校偏差値は高い傾向にある。結果的に恵まれた
家庭に生まれた子どもは大学に進学しやすく，大学に進学しやすいことで社会
経済的地位（職業・所得など）も高くなりやすい。しかし，社会経済的に恵ま
れない家庭の子どもは学習環境も悪く，学力や高校偏差値は低い傾向にある。
大学にも進学しにくくなるので，社会経済的地位も低くなりやすい。このこと
は恵まれない家庭に生まれると，恵まれた家庭に生まれた場合よりも社会経済
的地位は低くなりやすいことを意味する。近年では「親ガチャ」という言葉を
耳にすることも増えてきたが，現代でも江戸時代のように「生まれ」によって
子どもの将来は大きく左右されているのである。教育に格差が生じていること
が原因だが，人びとが学校教育の公平性を信じることで不平等は正当化・隠蔽
されてしまっている。これを，学歴獲得の不平等として本書は問題にする。
　一見すると，現代の日本社会は子どもの「生まれ」には関係なく自由に学歴
を獲得できるようにみえる。それにもかかわらず，学歴獲得には格差が生じて
しまうのはなぜなのだろうか。思いがちな説明は，家庭の経済状況による影響
だろう。経済状況が豊かな家庭に生まれると進学塾に通えるし，そもそも大学
に進学するためにはお金がかかる。さらに「教育格差」という言葉を耳にして
真っ先に思い浮かぶのは，学力格差なのではないだろうか。恵まれた家庭では
親が教育熱心だったりして子どもの学力は高くなりやすく，子どもが小学校に
入学する前から漢字が書けたりするかもしれない。政策的にも家庭の経済状況
による格差や子どもの学力格差は注目されやすい。しかし，本書はそれらだけ
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に注目すると学歴獲得の不平等の問題を捉え損なってしまうことを主張する。
　具体的には，本書は親学歴による格差に注目し，家庭の経済力による格差が
注目されてきた一方で，実際には，戦後一貫して親学歴による進学障壁もまた
重要な役割を果たしてきたことを指摘する。さらに学歴獲得の不平等を問題に
するのに中心的な説明だった学力格差を「半分のプロセス」として捉え直し，
子どもの学力が同じくらいだったとしても生じる教育選択の格差を「もう半分
のプロセス」として位置づける。その上で社会階層の 2 次効果と呼ばれる後者
がどのように生じているのかを，高校生とその母親を対象とした質問紙調査と
インタビュー調査から解明する。学力格差，進路選択，子育て実践，高等教育
の費用負担，そして社会階層論のいずれの領域にもインプリケーションがある
ように書いたつもりである。まずは「近年では学歴の重要性が低下し，大学の
進学障壁も緩和した」という世論が誤解であることから解きほぐしていこう。
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